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研究成果の概要（和文）：外来植物セイタカアワダチソウが侵入したことで，絶滅危惧種オオルリシジミや希少
な食糞性コガネムシの生息環境がどのような影響を受けたかについて節足動物相を調査することで解明を試み
た．また，草原生態系における捕食‐被食関係の解明の一環として，希少な草原性の食糞性コガネムシや土壌節
足動物に関する調査を実施するとともに，捕食-被食関係を調査し，オオルリシジミを中心とした食物網を解明
した．また，セイタカアワダチソウが侵入した環境において，除草の効果を評価した．研究期間中，阿蘇山の噴
火や熊本地震により調査地が被害を受け，当初計画した一部の研究は実施ができないなどの問題も生じたが研究
成果の公表に努力した．

研究成果の概要（英文）：At the habitats of endangered butterfly, Shijimiaeoides divinus asonis, we 
evaluated the impacts of expulsion of alien species, Canadian goldenrod on grassland ecosystem. We 
clarified that food web of this butterfly. Also, the dung beetle fauna and soil arthropods were 
investigated. Based on the results, we evaluated the inference of Canadian goldenrod to invertebrate
 fauna and also an host plant of this butterfly. We evaluated the inference of weeding to the 
butterfly habitats. Weeding is one of effective control methods to Canadian goldenrod. However, it 
was difficult the eradication of Canadian goldenrod because this plant has an underground stem. This
 research work was impacted by Kumamoto earthquakes in 2016 because these habitats and my laboratory
 were deeply damaged. It was difficult to continue this research according to an original plan. 
However, we published reports about food web. 

研究分野：応用昆虫学
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１．研究開始当初の背景 
阿蘇地域は，環境省絶滅危惧Ⅰ類のオオル

リシジミ，オオウラギンヒョウモンなど希少

な草原性昆虫の他，ヒゴタイ，ハナシノブな

ど大陸起源の遺存種が生息する特徴的な草原

生態系を形成している．しかしながら，近年，

これらの種は，草原の管理の放棄により地域

個体群は崩壊の危機に瀕している．加えて，

環境省指定の要注意外来生物であるセイタカ

アワダチソウなど外来種の侵入による攪乱は，

放牧不可能な草原を増やし，オオルシシジミ

など継続的な放牧が生息環境の維持に重要な

種や温帯草原の維持を危うくする状況にある． 

我々は，阿蘇地域の草原に固有で絶滅が危

惧されるオオルリシジミの生態と保護に関す

る研究に1989 年以来，取り組んできた(村田

ら,1998, Murata et al., 2008)．また，オオ

ルリシジミの生息環境の維持には，野焼きと

放牧が重要であること，野焼きをしないと寄

生蜂が増加することなどを明らかにしてきた．

さらに，本種の保護策が多種に及ぼす影響に

ついて調査し，放牧圧の異なる草原が点在す

ることは，多様な草原性チョウ相を維持する

ために重要であるが，オオルリシジミの生息

に最適な放牧圧は，必ずしも他の希少なチョ

ウの保護につながらないことなどを明らかに

してきた(Murata & Matsuura,2011)．加えて，

オオルリシジミの生息には，幼虫に随伴する

アリ類の生息密度が大きく関与しており，ア

リ類の最適な生息密度を維持するために野焼

きと適度な放牧圧が必要であることも解明し

た(Murata & Matsuura, 2013)． 

しかしながら，近年，生態系の攪乱要因と

して外来種の問題は大きく，侵入を許せば駆

逐することは容易ではない．オオルリシジミ

の生息地にもセイタカアワダチソウが侵入し

環境が激変している．放牧牛はセイタカアワ

ダチソウを食べるが，多量に食させることは

好ましくない．オオルシジミやその食草であ

るクララ，および希少な食糞性コガネムシを

含む他の昆虫への影響も評価することが必要

であった． 

 
２．研究の目的 
本研究は，阿蘇の草原に生息する絶滅危惧

種オオルリシジミや食糞性コガネムシなど

の希少な草原生息性昆虫について，外来植物

セイタカアワダチソウの侵入が生息地の節

足動物相や希少昆虫にどのような影響を及

ぼしているかを解明すること，外来植物の侵

入により変化した環境の管理技術や環境復

元技術を開発するための資料を得ることを

目的とした．また，オオルシジミの生息地に

おける共生アリと地上徘徊性節足動物およ

び土壌節足動物との関係解明や，草原生態系

における捕食‐被食関係の解明することに

より，オオルリシジミを中心とした食物網を

明らかにし，外来植物が侵入した場合の保護

策を提示するための資料とすることも目的

とした． 
 
３．研究の方法 
阿蘇地域の草原におけるセイタカアワダ

チソウの侵入状況を調査し，セイタカアワダ

チソウの密度が異なる実験区を設置して植

物体上の昆虫相を明らかにすること，および

地上徘徊性昆虫を明らかにすることを目的

として調査を実施した．なお，オオルリシジ

ミやクロシジミなどの卵，幼虫，成虫とその

随伴アリの個体数は，サンプルサイズを決定

後，植物体上の見取り法によって実施した．

また，セイタカアワダチソウを異なる除去法

で除去した場合の希少種を含めた昆虫相の

推移を調査することを目的として，人為的に

セイタカワダチソウを除去する前と後で，ど

のように昆虫相が変化するかを調査した．さ

らに，セイタカアワダチソウの牧野管理によ

る駆除法の開発を目的として，除草方法，回

数の異なる実験区を設定し，セイタカアワダ

チソウの駆除を試みた．なお，草原の節足動

物の捕食-被食関係の解明することを目的と



して，捕食性昆虫および捕食寄生性昆虫が希

少昆虫と捕食‐被食関係にあるかを野外，室

内における捕食確認実験により検証した．  
 
４．研究成果 

外来植物セイタカアワダチソウが侵入し

絶滅危惧種オオルリシジミの生息環境が悪

化している生息地において，節足動物相に関

する調査を実施し，セイタカアワダチソウの

侵入が絶滅危惧種にどのような影響を及ぼ

しているかについて解明に取り組んだ．また，

セイタカアワダチソウが侵入した希少種の

生息環境において，セイタカアワダチソウの

除草の影響に関する野外実験を実施した．ま

た，本種と随伴アリとの種間関係の解明や，

本種の生息環境の評価と復元にも取り組み

成果を上げることができた．さらに，草原生

態系における捕食‐被食関係の解明の一環

として，希少種を含む草原性の食糞性コガネ

ムシや土壌節足動物，草原の節足動物相に関

する調査を実施するとともに，オオルリシジ

ミを中心とした食物網の解明に必要な食草

上での捕食‐被食関係の解明に取り組み成

果をあげることができた． 

本研究期間中には，阿蘇山の噴火や熊本地

震により調査地が被害を受け，一部の研究は

実施ができなかった．これは，阿蘇キャンパ

スが被災し，資料やデータなどの整理に多大

な時間を要し，一部の研究成果の公表が遅れ

たためである．しかしながら，可能な限り，

早急に成果を論文としてきたこと，学会発表

やメディアへの成果公表にも力を入れたこ

とにより，本研究の趣旨を達成できている．

熊本地震の影響により計画どおりに調査，研

究が進展しなかったが，野外観察や室内実験

による捕食-被食関係の検証を詳細に実施し

たこと，このような状況になった場合の対策

として準備していた数学的手法を用いた阿

蘇地域の草原の食物網の分析を先行し論文

としてまとめることができた．完全な復旧ま

でには，まだ時間を要するが，未発表の成果

の公表に努力を続けていきたい． 
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